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,
し

高
橋．
さ
llv
店

は
庭
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そ
ち
ら
こ
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で
純

白
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紅
色
の
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な
花
を
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緯
の
発
表
が

行
わ
れ
た。

一
関
工
塑
扁
等
専
門
学
校
（
荒
木
信
夫
校

長）
の

学
生

が
大
学
や
研
究
機
関

、民
間
企

同
シ

ス
テ

ム
の
開

発
は

、2

業
な

ど
と

の
連
携
で

開
発
し
た
可
搬
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
「
放
射
性
医
薬
品

の
自
動
調
製

0
2
1

年
8
月
に
東
北
ラ
イ

フ

シ
ス

テ
ム」
が

、ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
で
世
界

初
の
放
射
性
医
薬
品
調

合
実
証
実

験
に
成
功

サ
イ
エ
ン

ス・
イ
ン

ス
ト

ル
メ

し
た。
同
シ

ス
テ

ム
は
同
様

の
機
能
を
持
つ
従
来

の
シ

ス
テ

ム
よ
り
安
価
で
持
ち
運
ぴ
容

ン
ツ
・

ク
ラ

ス
タ
ー

(
T
O
L

易
な

の
が
特
徴
で

、抗
が
ん
剤
な

ど
の
放
射
性
医
薬
品
や
診
断
薬
を
調

合
す
る
際

の
被
ば

I
C

、小
山

康文
会

長

、盛
岡

く
リ

ス
ク
解
消
は
も
と
よ
り

、ウ
イ
ル

ス
や
感
染
性

の
高
い
検
体

の
取
り
扱
い
な

ど
に
も

市）
が

開
い
た
イ
ン
タ
ー

ン
シ

活
用
で
き
る
と

関係
者

の
注
目
を
集
め
て
い
る。

ッ
プ
で
取
り

組
ん
だ
「
遠
隔
ラ

ボ
支
援
シ

ス
テ

ム」
の
構
築
が

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し
た

の
(

19
)

、八
重
樫
温
人
さ

ん
(

19
)

、日
に
は一
関
市
萩
荘

の
同
高
専

き
っ
か
け。
引
き
続
き
同
高
専

は

、同
高
専
未
来
創
造
工
学
科

菊
池
華
央
さ

ん
(

19）

、佐
賀

で
シ

ス
テ

ム
の

デ
モ
ン

ス
ト
レ

の
課
題
解
決
型
地
域
イ
ン
タ
ー

5
年

の
上
野
裕
太
郎
さ

ん

駿
磨
さ

ん
(

19
)

の
4
人。
11

1
シ
ョ
ン
と

、開
発
ま

で
の
経

ン
シ
ッ

プ
で
産
学
連
携
に
よ
り

開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た。

れ

京

都薬
科
大
（
京

都市山科

区）

、産
業
技
術
総

合
研
究
所

ル
『

功成

（
本
部
東
京
都
千
代

田

区）
の

ほ
か

、T
O
L
I
C
会
員
企
業

と
の

ア
イ
エ

ス
エ

ス
（
本
社
盛

即実
ん

証
さ

岡
市

、ソ
フ

ト
ウ
エ
ア

開
発）

、

ア
イ
カ

ム
ス・
ラ
ボ
（
同

、マ

実
賀

、
佐、

イ
ク
ロ
メ
カ
ニ
ズ

ム
製
造

開

」
胃-

―
見
ん

発）
の

連
携
で

開
発
し
た
シ

ス

テ
ム
は

、市
販

の
小
型
汎
用
口

開
さ

）
菊

ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
2
台
や
T
O
L

y
を
池

肖
、

I
C
会
員
企
業
の
製
品

、学
生

手
ん

→

 -
（

さ

が
3
D
プ
リ
ン
タ
ー

で
製
作
し

ム
樫

た
機
材
を
使
う
こ
と
で

、従
来

シ
ス

テ
ム

よ
り

コ
ス

ト
を
1
0

テ
重

0
分

の
1
に
ま

で
削
減。
3
月

ス
ー

製
ん

に
は
同
大

付
属
施
設

の
放
射
性

同
位
元

素
研
究
セ
ン
タ
ー

で
同

鯛
さ

動
野

自
上

高
専

の
学

生
や
教
員
も

参而心
し

品
）

実
証
実

験
を

行
い

、放
射
性
医

薬
品

の
調

合
に
成
功
し
た。

薬
ら

医
か

性
左

学
生

4
人
か
ら
は

、医
薬
品

身

調
製
者

の
被
ば

く

防護
や
薬
剤

を
安
価
に

製造・
提
供

す
る
た

放
の

の
専

型
高

め

、遠
隔
操
作
に
よ
る
装
置
が

必
要
と

の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ

搬
関

く
開

発
を
進
め
て
き
た

経
緯
を

可
一

考

偽匿’‘» 放射性医薬品

仁

芸韓鱈
可
搬
咽、
費
用
大
輻
減

ロ
ボ
ア
ー
ム
で
調
合
成
功

説
明。
リ
ー
ダ

ー
の
上
野
さ

ん

は
「
現
状
で
満

足
せ
ず

、常
に

精
度

を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
検

討
を
続
け
る
と
い

う
理
念
で
研

究
に

取
り

組
ん
で
き
た。
今
回

の
テ
ー

マ
は
達
成
で
き
た
が

、

多
角
的
な
視
点
で
さ
ら
に
改
良

を
行
い

、最
終

目標
で
あ
る
安

価
な
ア
ー

ム
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い

た
自
動
実

験
シ

ス
テ

ム
実
用
化

達
成

の
た
め

、今
後
も

開
発
を

継
続
し
て
い

く」
と
語
っ
た。

ひ
と
め
ぼ
れ
の
苗

素
早
く
植
え
前
進

千
厩
高
で
校
内

田

植

え

大

会

一
関
市
千
厩
町

の

県立
千
厩

高
校
（

松場
喜
美
夫
校

長

、生

徒
4
8
2
人）
で
11
日

、校
内

田

植
え
大
会
が
3
年
ぶ
り
に

開

か
れ

、生
徒
た
ち
が

泥
ん
こ
に

な
っ
て
手
植
え

の
速
さ
を
競
っ

こ。

田

植
え
を
通
じ
て

生
徒
や
職

員
の
交
流
を
深
め
よ

う
と

、同

校
生

産
技

術科
の
膜
業
ク
ラ
プ

工
‘
‘
、

一

関

の

飼
養
施
設

割
れ
る
被
害
が
あ
っ
た
と
い

う。
地
磁
の
被
害
は
昨
年
か

）
ー

んチ ぶなスこが
ぽl生りくの数主
にム徒のさ影年催
はがが大れ害は゜

だ参3会てで新恒
し茄人とい開型例

で°ずなた催コ行
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ユ

1
3
羽
死
ぬ

2
羽
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル

県
は
11
日

、一
関
市

の
施
設

5
羽

、ダ
チ

ョ
ウ

8
羽

の
ほ
か

、ん
延
防
止
措
置

徹底
を
要
請
し

で
飼
簑

す
る
大
型

の
鳥
「
エ

ミ

多
様
な
動
物
を
飼
っ
て
い
る。

た。
P
C
R
検
査
結
果
は

、12

ュ
t」

に
つ
い
て

、致
死
率

の

こ
の
う
ち
エ

ミ
ュ
ー

は
5
日
に

日
に
判
明

す
る
見
込
み。
確

定

高
い
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ

1

羽

、10
日
に
2
羽

の
死
亡
が

し
た
場

合

、飼
痘

す
る
エ

ミ
ュ

ン
ザ
と
み
ら
れ
る
事
例
が
確
認

確
認
さ
れ
た。
施
設

の
報
告
を

ー
と

ダ
チ

ョ
ウ
の
殺
処
分

、消

さ
れ
た
と
発
表
し
た。

中央
家

受
け

、

県南家
畜
保
健
衛

生
所

毒
な

ど
を

行
う
方
針。

畜
保
健

衛生
所
で
迫
伝
子
検
査

は

、同
日
に
死
ん
だ
2
羽
と

生

県
に
よ
る
と

、当
該
施
設

の

(
P
C
R
検
査）
を
実
施
し

、
存
し
て
い
る
1

羽
に
つ
い
て
簡

半
径
10キロ
以
内
に
は

、1
0
0

疑
似
患
畜
と
確

定
し
た
場

合

、
易
検
査
を
実
施。
死
ん
だ
2
羽

羽
以
上
を
飼
殺

す
る
毀
鶏

農
場

飼
養
家
き

ん
の
殺
処
分
や
周
辺

の
陽
性
が
判
明
し
た。

が
16
戸
あ
り

、疑
似
患
畜
が
確

典場
の
移
動
制
限
を

行
う。

こ
れ
を
受
け

、県
は
11
日
に

認
さ
れ
れ
ば
こ
れ
ら

の
農

場
を

当
該
施
設
は一
般
人
も
出
入

危
機
密
戒
本
部
員
会
議
を

開

対
象
に
鶏
や
卵

の
移
動
制
限
を

り
す
る
飼
養
施
設。
エ

ミ
ュ
ー

き

、
庁内
で
情
報
を
共
有 。
当

実
施

す
る。
現

時点
で

、農
場

該
施
設
に
対
し

、エ
ミ

ュ
ー

や

の
異
常
は
報
告
さ
れ
て
い
な

ダ
チ

ョ
ウ
の

移
動
自
粛

、部
外

い。

者
の
立
ち
入
り
制
限
な

ど
の

ま

国
内
で
は
4
月

、北
海
道

の

'

,

 

生徒たちが手植えの
速さを競った千厩高
の校内

田

植え大会

農
場
で
全
国

初
と
な
る
エ

ミ
ュ

ー
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
疑

い
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る。

◇
 

一
関
市
藤
沢
町

の
岩
手
サ

フ

ァ
リ
パ
ー

ク
は
11
日

、ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
で

、エ
ミ

ュ
ー
3
羽
が

死
亡
し
た
と
発
表
し
た。

同
施
設

の
エ

ミ
ュ
ー

が
簡
易

検
査
で
陽
性
と
な
っ
た
と
い

い

、「
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ

の
迫
伝
子
検
査

の
結
果

を
待
ち

、県
と

協議
し
対
応

す

る。
多

く
の
皆
さ
ま

に
心
配
と

迷
惑
を
掛
け
て
申
し
訳
な
い」

と
の

コ
メ
ン
ト
を
出
し
た。

て支援に関心のある人。
定員は8人程度で、参加無料。同センターでは

27日まで申し込みを受け付けているが、定員に達
し次第締め切る。

申し込みは同センター ＝0191 (23) 6020 、ファク
ス0191 (23) 6024＝へ。

疇
"

の
映
画
館
「一
関
シ
ネ
プ
ラ
ザ」
で
上

プ
てナイ

さ
れ
る。
収
益

の一
部
と
会
場

の
募
金

ネ

ラ
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意
は

、ロ
シ
ア

の
侵

シ

を
受
け
て
い
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ

ヘ
の
支
援
i

関
ク

充
て
ら
れ
る。

ー

ウ映

「
ひ
ま

わ
り」

は
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・――

・
シ
ー

カ
監
督
作
品
で

、第
2

次世
界
大

戦
で
引
き
裂
か
れ
た
夫
婦

の
悲
し
い
愛

の

上t―
物
語。
映
画
に
登
場

す
る
広
大
な
ひ
ま

わ

り
畑
は

、ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
首
都
キ
ー

ウ（
キ

ヽ
�カ

エ
フ）
か
ら
南
へ
5
0
0
ず
ほ

ど
行

っ
た

ヘ
ル
ソ
ン
州
で
撮
影
さ
れ
た。
上
映
さ
れ

す夜 -

る
の
は
公

開
50
周
年
を
迎
え
た
2
0
2
0

J

年
に
作
ら
れ
た
「
H

D

レ
ス

ト
ア
版」
で

、

＞ン

映
像
や
音
響
な

ど
が
最
新
技
術
で
修
復
さ

わ

れ
て
い
る。

19

日
ま

で
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
と
午

後
6
時
30
分
か
ら

の
2
回

上
映
で

、20
日

まT)
以
降
は
変
更
と
な
る。
料
金
は一
般
1
7

0
0
円

、大
学

生
1
4
0
0
円

、高
校庄

r
 oo

以
下
1
0
0
0
円

、シ
ニ
ア
ー
1
0
0
円

映

問
い

合
わ
せ
は一
関
シ
ネ
プ
ラ
ザ
II

1
9
1

(
2
3)
2
9
0
2
11

へ。

日 ＇ 9
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大好評の味咆煮は、
一年中受付しております

国産大豆100%•手造
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原料があっても無く蕊
も承ります 家を建てる前には




